
©2022 ABeam Consulting Ltd.

近年、クレジットカードやコンシューマーファイナンス業界ではコールセンターのリソースの逼迫や規制対応等による業務
制約が増す中、デジタルを活用して債権回収額の最大化と貸倒引当金の極小化に取り組むことが求められています。
アビームコンサルティングでは、既存の債権回収業務に対し、回収額を最大化するための予測モデルと、様々な業務制約
をクリアするための最適化エンジンを組み込むことで、業務効率化と回収安定化を両立させます。なお本サービスは、
中長期的な債権回収業務高度化の実現に向けた準備のため、クイックに導入効果を試算し見える化することから提供
いたします。

AI活用による債権回収高度化サービス

債権回収業務における課題と解決策

債権回収業務の効率化と回収安定化のための分析・効果アセスメント

Optimization of Debt Collection by AI

既存の債権回収業務に、アナリティクスのリーディングカンパニーであるSAS社の技術を活用した新たな業務プロセスを組み込むことで、債権回収業務の自
動化・PDCAサイクルの効率化を実現し、債権回収業務の高度化を実現します。

サービスのコンセプト

債権回収業務の複雑化
様々な制約事項に対応した結果、業務が煩雑化
 回収額の最大化に向けた分析が手つかず
適切な督促チャネル・タイミング・交渉内容が不明
 短期返済者への過剰なコスト
短期間で返済してくれる債務者に対しても、必要
以上のコストを投資

CX向上を伴う最適なコミュニケーション
方法が未確立
顧客とオペレーターの相性等は未考慮
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債権回収業務の自動化とPDCAサイクル
の効率化

予測分析による回収額の最大化

デジタルの督促チャネルの活用

督促アクションの最適化
（チャネル、架電タイミング・頻度、
カウンセリング内容、分割・返済条件）

解
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本サービスが目指す債権回収業務高度化のTo-Be像

回収に向けた戦略・施策設計

債務者の確定

オペレーターの属性：女性
荷電タイミング：休日午前 
交渉内容：分割払い提案

債務者A 債務者B

各チャネルへのコスト
配分等を決定

督促実行 結果検証

Eメールのみ

デジタルを活用した新プロセス

予測モデルと最適化により、
最適な督促アクションを決定

デジタルを活用した
業務改革のケイパビリティ

最先端アナリティクステクノロジー
（予測モデル・最適化エンジン）
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チャネル(Eメール/DM/コール)

時期・曜日・時間帯・頻度

オペレーター属性・交渉内容

ダッシュボード

実行結果を踏まえて
予測モデルを高度化

CRMシステム
(コールセンター・MA)

ターゲット
リスト

実行結果

予測モデル 最適化

データ分析基盤
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本サービスは、新しい債権回収業務を実現した場合の実現効果をクイックに算出するとともに、本番業務への適用や定着化を見据えたロードマップを
策定することをPhase1として早期に実現します。

アプローチのイメージ

アプローチ詳細

導入事例
三菱UFJニコス株式会社の債権回収業務の高度化に向けた実証実験にて本サービスを活用しています。
（ → https://www.abeam.com/jp/ja/about/news/20200324）

その他の関連情報（SAS社ホームページ）

（ → https://www.sas.com/ja_jp/insights/articles/analytics/solution-for-consumer-credit/optimize-debt-collection.html ）
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Phase1

1 2

課題確認 データ受領
・基礎分析

3
課題
再定義

4
予測モデル
構築・

スコアリング

5

最適化実行

6
効果試算・
ロードマップ
策定

Phase2 Phase3

効果アセスメント
データ上で効果試算を行い、
督促アクションの事前準備を行う

本番業務への適用
顧客へ実際に督促アクションを
実施し、効果を確認する

新しい債権回収業務の
定着化・自動化 

業務を定着化・自動化させるため
業務変更やツール導入を行う

最適化実行

効果試算

最適化の結果、コールセンター等の高コストチャネルは極小化・平準化されることが予想されます。

効果試算は、過去の施策結果と本サービスを活用した場合の結果を比較することで算出します。

（これまで）約定直後は人海戦術で督促を実施
（これから）最適化の結果、自然入金顧客への

     無駄な架電を抑えられる
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トータルコスト（人件費含む）
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延滞発生からの日数

Eメール、DM、アプリ等を駆使

電話

回収額向上
の効果

イメージ

コスト削減の効果

試算上の施策による
回収結果

現行施策の回収結果

＜凡例＞

：過去のアクション

：本ソリューション
   によるアクション


